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国民健康保険税条例の一部改正など（条例改正・一般議案）
一般質問（道の駅を拠点とした観光構想など７人が登壇）
常任委員会レポート　
傍聴者からの声「活気のある議論を望む」

中学校、小学校、幼稚園で英語活動を支援してくださったポール・ライダー先生が、
夏休み中に任期満了となります。先生と一緒に学んで英語が楽しくなったよ！

（幼稚園英語活動のようす）
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国・県補助事業の内示により大幅増額
（平成28年度一般会計補正予算）

6月定例会
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国
・
県
補
助
事
業
の
内
示
に
よ
り
大
幅
増
額

加
工
施
設
の
整
備
３
７
０
４
万
円
、
道
の
駅
等

の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
整
備
３
１
３
６
万
円
な
ど
を
計
上

6月定例会

　6
月
議
会
定
例
会
は
6
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で
4
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　今
定
例
会
に
は
、
国
・
県
補
助
事
業
の
内
示
に
伴
う
補
正
予

算
や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
率
を
決
め
る
条
例
改
正
な
ど
18

議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し

た
。　一

般
質
問
で
は
7
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
10
項
目
に
わ
た
っ

て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
う

ち
、一
般
会
計
（
第
２
号
）
は
、

１
億
６
５
９
９
万
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
93
億
５
９
９
万

円
と
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

お
も
な
増
額
は
、
国
・
県
の

補
助
事
業
の
内
示
に
よ
る
も
の

で
、
加
工
施
設
整
備
３
７
０
４

万
円
や
道
の
駅
や
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
整

備
３
１
３
６
万
円
な
ど
で
す
。

そ
の
財
源
は
お
も
に
補
助
金
や

町
債
（
借
金
）
で
ま
か
な
い
ま

す
。

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

観
光
・
防
災
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業

（
道
の
駅
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
、
役
場
庁
舎
）
３
１
３
６

万
円
で
、
３
か
所
そ
れ
ぞ
れ
の

整
備
費
用
は
い
く
ら
か
。

企
画
情
報

課
　
　長

　

災
害
時
の
情
報

取
得
の
機
会
を
増

や
す
た
め
、
ま
た
、
町
や
道
の

駅
の
情
報
を
発
信
す
る
機
能
を

持
た
せ
る
た
め
に
整
備
す
る
。

３
か
所
の
内
訳
は
、
分
け
て
積

算
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

現
在
総
額
で
積
算
し
て
い
る
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

商
工
振
興
費
の
風
評

対
策
事
業
で
４
６
０
万
円
減
、

ま
ち
づ
く
り
交
流
推
進
費
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
料
で
５
１
８

万
円
減
と
あ
る
が
、
当
初
予
算

か
ら
３
か
月
経
た
な
い
う
ち
に

減
額
と
な
る
理
由
は
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

風
評
対
策
事

業
は
、
当
初
予

算
時
点
で
は
国
の
補
助
の
全
貌

が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
27
年
度

の
補
助
を
基
に
計
上
し
た
。
国

の
予
算
が
固
ま
っ
た
後
、
上
限

額
が
設
定
さ
れ
た
た
め
、
差
額

分
を
減
額
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
料
は
、

同
時
進
行
で
計
上
し
て
い
た
地

方
創
生
の
予
算
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
料

を
28
年
度
で
減
額
し
た
。　

質質

疑疑

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
設
置
３
か
所

の
経
費
の
内
訳
は

商
工
費
で
減
額
を

す
る
の
は
な
ぜ
か
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加工施設の完成が待ち遠しい（農業市のようす）

平成28年度一般会計
補正予算（第２号）の主な内容

【主な事業】
◦加工施設の整備� 3704万円
◦道の駅、観月台文化センター、役場庁舎のWi-Fi整備� 3136万円
◦返礼品・基金積立などふるさと納税事業に係る費用� 3000万円
◦東日本大震災復興交付金事業完了による残金の返還� 1381万円
◦貝田ほ場整備事業に係る費用� 1880万円
◦学習支援として小・中学校へタブレットの導入� 842万円
◦その他� 2656万円
� 計　1億6599万円
【主な財源】
◦国地方交付税� 475万円
◦国・県からの補助金・委託金� 5648万円
◦前年度からの繰越金� 3658万円
◦町債（Wi-Fiステーション整備のための借金）� 1170万円
◦その他（ふるさと納税による寄附、基金繰入など）� 5648万円
� 計　1億6599万円

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

４
月
に
専
決
し
た
補

正
予
算
と
今
回
の
補
正
予
算

で
、
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
の
残

高
に
動
き
が
あ
る
。
今
回
の
補

正
で
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
の
総

額
は
い
く
ら
に
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長
　

基
金
に
よ
る
財
源
調

整
を
し
な
が
ら
予
算
を

組
ん
だ
結
果
、
今
回
の
補
正
で

残
高
は
約
７
３
０
０
万
円
の
見

込
み
で
あ
る
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　
「
く
に
み
農
物
語
」

は
い
つ
作
っ
た
も
の
か
。
今
回

の
補
正
予
算
に
も
費
用
計
上
は

あ
る
の
か
。

企
画
情
報

課
　
　長

　

平
成
27
年
度
の

地
方
創
生
上
乗
せ

交
付
金
を
活
用
し
作
っ
た
も
の

で
あ
る
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

災
害
対
策
費
で
手
数

料
７
万
９
千
円
が
計
上
さ
れ
て

お
り
、
特
殊
無
線
技
士
養
成
課

程
受
講
料
と
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
様
々
な
特
殊
技
能
を
持
っ

た
職
員
は
全
体
で
何
人
く
ら
い

い
る
の
か
。

総
務
課
長
　

特
殊
技
能
を
持
っ
た

職
員
は
、
各
課
そ
れ
ぞ

れ
で
把
握
し
て
い
る
。
特
殊
無

線
技
士
の
ほ
か
、
水
道
の
管
理

な
ど
、
必
要
部
署
で
担
当
者
が

講
習
を
受
け
資
格
を
取
得
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

学
校
管
理
費
の
送
迎

委
託
業
務
33
万
１
千
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
当
初
予
算
で
出

し
て
、
契
約
し
た
ら
足
り
な
く

て
計
上
し
た
の

か
、
別
な
理
由
が

あ
る
の
か
伺
う
。

教
育
次
長
　

当
初
に

見
込
ん
で

い
た
夏
休
み
プ
ー

ル
の
送
迎
に
つ
い

て
不
足
し
た
た
め

補
正
を
し
た
。

ふ
る
さ
と
振
興
基
金
の

総
額
は
現
在
い
く
ら
か

特
殊
技
能
を
持
つ
職
員
は

何
人
く
ら
い
い
る
の
か

学
校
管
理
費
の
送
迎
委
託

業
務
増
額
の
理
由
は

「
く
に
み
農
物
語
」は
補
正

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
か

トップセールスや連携自治体との交流などで国見町のPRに使用される
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条
例
改
正

（
要
旨
）　

１
人
あ
た
り
の
医
療

費
の
増
加
や
国
民
健
康
保
険
税

の
被
保
険
者
の
減
少
な
ど
の
影

響
で
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
度
、
３
年
ぶ
り

に
増
額
と
な
っ
た
が
、
保
険
給

付
費
が
見
込
み
よ
り
も
下
回
っ

た
こ
と
、
平
成
30
年
度
の
国
保

制
度
改
正
に
向
け
た
国
か
ら
の

約
１
千
万
円
の
財
政
支
援
な
ど

に
よ
り
、
財
政
状
況
は
若
干
改

善
し
、
前
年
度
繰
越
金
が
約
８

千
万
円
と
な
っ
た
。

　

被
保
険
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
前
年
度
繰
越
金
か
ら

１
７
６
０
万
円
を
減
税
に
充

て
、
医
療
費
分
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
の
税
率
は
据
え
置
き

と
な
っ
た
。介
護
納
付
金
分
は
、

国
へ
の
納
付
金
が
過
年
度
精
算

に
よ
り
減
額
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
35
・
5
％
税
率
の
引
き

下
げ
を
行
っ
た
。

　

税
負
担
額
は
、
前
年
度
よ
り

１
世
帯
あ
た
り
４
・
１
％
（
１

か
月
あ
た
り
約
６
０
０
円
）減
、

１
人
あ
た
り
２
・
５
％
（
１
か

月
あ
た
り
約
２
０
０
円
）
減
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
世
帯
の
所
得
金
額
に

応
じ
た
軽
減
区
分
の
う
ち
、
２

割
、
５
割
軽
減
を
判
定
す
る
総

所
得
金
額
か
ら
の
控
除
額
を
増

額
し
、
１
世
帯
あ
た
り
の
課
税

限
度
額
を
増
額
す
る
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

国
保
税
は
各
市
町
村

で
税
額
が
異
な
る
が
、
国
見
町

の
税
額
は
県
内
の
平
均
よ
り
高

い
の
か
安
い
の
か
伺
う
。

保
健
福
祉

課
　
　長

　

税
額
は
、
県
内

で
は
中
位
程
度
と

考
え
て
い
る
。伊
達
管
内
で
は
、

平
成
26
年
度
の
比
較
で
伊
達
市

に
次
い
で
２
番
目
に
高
い
。

　（
要
旨
）　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情

報
連
携
対
象
と
な
る
独
自
利
用

事
務
の
拡
大
に
よ
り
、
追
加
す

る
事
務
を
規
定
す
る
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
事
務
を
拡
大
す
る
の
は
本
町

だ
け
か
。
ほ
か
の
法
律
に
基
づ

い
て
近
隣
市
町
村
も
行
う
も
の

な
の
か
。

総
務
課
長
　

今
回
追
加
す
る
事
務

は
、
こ
れ
ま
で
も
実
際

に
事
務
と
し
て
行
っ
て
い
た
も

の
で
、
必
要
が
あ
っ
て
追
加
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

（
浅
野
富

男
議
員
）

　

こ
の
個
人
番
号
制
度

は
、
国
民
一
人
一
人
を
番

号
で
管
理
し
、
個
人
の
尊

厳
が
否
定
さ
れ
か
ね
な

い
。
ま
だ
ま
だ
安
全
上
の

問
題
も
確
立
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
運
用
に
つ

い
て
は
中
止
す
べ
き
も
の

と
考
え
、
本
条
例
に
は
同

意
は
で
き
な
い
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例 介

護
納
付
金
分
を
大
き
く
引
き
下
げ

１
人
あ
た
り
約
２
・５
％
減
で
決
定

１世帯及び1人あたりの税負担平均額
（年額／円）

１世帯あたり １人あたり
28年度 168,534 93,941
27年度 175,850 96,415
増減額 △��7,316 △��2,474
増減率 △��4.1％ △��2.5％
※１世帯あたり月額約　�600円減
※１人あたり　月額約　�200円減

町
の
税
額
は
県
内
で
ど
の
く

ら
い
に
位
置
し
て
い
る
の
か

利
用
事
務
を
拡
大
す
る
理
由
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利

用
す
る
事
務
を
追
加

個
人
番
号
の
利
用
・
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例

お互い笑顔で心身ともに元気に
（保育所・デイサービス交流会）

反
対
討
論

討  

論
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（
要
旨
）　

法
人
町
民
税
に
つ
い

て
、
税
率
を
９
・
７
％
か
ら

６
・
０
％
へ
引
き
下
げ
る
。

　

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、
軽

４
輪
車
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
措

置
を
１
年
間
延
長
す
る
。

　

特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入

費
を
支
払
っ
た
場
合
、
平
成
30

年
度
か
ら
34
年
度
分
の
個
人
町

民
税
に
限
り
、
医
療
費
控
除
の

特
例
を
創
設
す
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

法
人
税
の
税
率
が
引

き
下
げ
ら
れ
税
収
が
減
る
と
思

う
が
、何
か
対
策
は
あ
る
の
か
。

税
務

課
長
　

引
き
下
げ
３
・
７
％

相
当
分
は
、
国
税
で
あ

る
地
方
法
人
税
を
引
き
上
げ
、

税
収
全
額
を
地
方
交
付
税
と
し

て
各
地
方
公
共
団
体
に
配
分
さ

れ
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

軽
自
動
車
税
の
グ

リ
ー
ン
化
特
例
に
つ
い
て
、
某

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
問
題
報
道

さ
れ
た
車
種
の
所
有
者
も
特
例

の
対
象
に
な
る
か
。

税
務
課
長
　

適
用
車
種
は
、
平
成

27
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
初
め

て
登
録
さ
れ
た
軽
自
動
車
で
、

燃
費
基
準
に
達
し
た
も
の
で
あ

る
。
最
大
で
75
％
～
25
％
の
軽

減
と
な
る
。
軽
減
の
判
定
は
、

軽
自
動
車
の
検
査
証
の
記
載
に

基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

特
定
一
般
用
医
薬
品

等
を
購
入
し
た
場
合
の
医
療
費

控
除
の
特
例
が
新
た
に
創
設
さ

れ
た
。
一
般
用
医
薬
品
と
は
ど

う
い
っ
た
も
の
を
指
す
の
か
。

税
務

課
長
　

医
療
用
医
薬
品
か
ら

転
用
さ
れ
、
薬
局
な
ど

で
広
く
一
般
に
市
販
薬
と
し
て

出
回
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
要
旨
）　

企
業
立
地
促
進
法
に

基
づ
く
固
定
資
産
税
免
除
の
適

用
期
間
を
、
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
１
年
間
延
長
す
る
。

（
要
旨
）　

東
日
本
大
震
災
復
興

特
別
区
域
法
に
基
づ
く
固
定
資

産
税
免
除
の
適
用
期
間
を
、
平

成
33
年
３
月
31
日
ま
で
５
年
間

延
長
す
る
。

（
要
旨
）　

原
発
事
故
の
避
難
者

へ
の
減
免
の
う
ち
、
状
況
が
い

ま
だ
改
善
さ
れ
て
な
い
こ
と
か

ら
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
の
減
免
を
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
す
る
。

法
人
税
率
減
で
減
収
と

な
る
こ
と
へ
の
対
策
は

問
題
報
道
さ
れ
た
車
種
も

特
例
の
対
象
に
な
る
か

一
般
用
医
薬
品
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

国
保
税
・
介
護
保
険

料
の
減
免
を
延
長

法
人
町
民
税
を

引
き
下
げ

税
関
係
条
例
の
適
用

期
間
を
延
長

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
者
の
国
保
税
な
ど

を
減
免
す
る
条
例

復
興
産
業
集
積
区
域
に

お
け
る
町
税
の
特
例
に

関
す
る
条
例

国
見
町
税
条
例
等

国
見
町
税
特
別
措
置
条
例

（
要
旨
）　

町
道
１
１
６
号
線
の

区
域
変
更
に
伴
い
、
新
た
に
町

道
２
２
１
１
号
線
（
延
長
93
・

０
㍍
）
を
認
定
す
る
。
ま
た
、

町
道
２
１
６
９
号
線
の
起
点
を

変
更
す
る
。

一
般
議
案

区
域
変
更
に
伴
い

新
た
に
町
道
を
認
定

町
道
路
線
の
認
定
及
び

変
更

※下記以外の案件は全員賛成で可決されています。

議員名

議案等

議
決
結
果

松
浦
　和
子

村
上
　
　一

井
砂
　善
榮

佐
藤
　定
男

村
上
　正
勝

渡
辺
　勝
弘

松
浦
　常
雄

阿
部
　泰
藏

浅
野
　富
男

志
村
　良
男

八
島
　博
正

国見町個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例

可　
決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

〇：賛成　　●：反対　　　　　：討論者
※議長（東海林一樹）は採決に加わらない。

議案審議
結 果



6
くにみ議会だより No.169
2016.7

意見書 6月定例会では意見書２件を全員賛成で可決し、国など関係機関へ送
付しました。

陳情みなさんからの
6月定例会では陳情２件を常任委員会で審査し、結果は以下のとおりとなりました。

陳　　情 提 出 者 結果

国からの「被災児童生徒就学支援等事業交付金」に
よる十分な就学支援を要請する意見書の提出を求
める陳情書

福島県教職員組合
　中央執行委員長　角田　政志
福島県教職員組合　伊達支部
　支部長　酒井　克幸

採択
（全員賛成）

地方財政の充実・強化を求める意見書提出の陳情に
ついて

自治労国見町職員労働組合
　執行委員長　中條　伸喜

採択
（全員賛成）

町長の行政報告（抜粋）
◦県北浄化センターに留め置きされた汚泥は、5月末ま
でに約49％が減容化され、順次、搬出されている。
◦熊本地震に伴う被災地への職員の派遣では、東日本大
震災の経験を踏まえ、福島県からの要請に応えて5月30
日から6月3日まで、職員1名を派遣した。
◦道の駅のソフト事業と6次化商品開発では、出荷組合
員の資質と意識の向上を図るため「道の駅もてぎ」の講
演会、町民を対象とした道の駅説明会を開催し、道の駅
の愛称募集も行った。
◦国見産の献穀米「天のつぶ」100％で醸造した「あつか
しさん（火入れタイプ）」が、モンドセレクション2016
で金賞を受賞し、国外でも高い評価を得た。
◦まちづくり事業は、9月22日の開催を決定した「義経ま
つり」を中心に実施を考えており、5月末には義経まつ
り実行委員会が組織され、具体的な検討と準備に入った
ところ。
◦くにみキッズフェスティバルは、子育て支援の新規事
業として8月7日に観月台文化センターで開催される。創

作・体験活動を通して、親子で共通の楽しさを味わう「ふ
れあいの場」を設定したイベントを計画している。
◦結婚世話やき人募集については、結婚に向けてのアド
バイスや出会いのきっかけを提供するなど、世話やき活
動をしていただける方を募集している。
◦ふるさと納税事業は、本年度よりインターネットを介
しての申込み、クレジットカードによる寄付金の納入を
可能とし、町の特産品の種類やお返しする割合を大きく
したことから、6月17日現在で2,572件、約2,600万円
となった。
◦学校教育は、新年度はくにみ幼稚園138名、国見小学
校412名、県北中学校250名でスタートした。
◦町にゆかりのある「故・石原巌」氏が生前に収集した美
術品34点がご家族から町に寄贈され、同じく寄贈を受け
た県立美術館と共同で、6月11日から19日にかけて観月
台文化センターで移動美術館「石原コレクション名品展」
を開催した。

「被災児童生徒就学支援等事業
交付金」による十分な就学支援
を要請する意見書

地方財政の充実・強化を求める
意見書

東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の
子どもたちの就学・修学に対する支援が保障される
よう、平成29年度以降も全額国費での支援に必要
な予算確保を求めるもの。

平成29年度の政府予算、地方財政の検討にあたり、
歳入・歳出を的確に見積り、人的サービスとしての
社会保障予算の充実、地方財政の確立をめざすよう
求めるもの。

可
決

可
決

※議長は採決に
　参加しない。 委員会での陳情の採択を受け、慎重審議を行い、意見書をまとめました。

議会に諮り可決されたため、意見書を提出しました。
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　一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
す
。

議員 質問事項 ページ

松浦　和子
道の駅を拠点とした町の観光構想は

８
女性委員を増やす取り組みは

松浦　常雄
大枝湛水防除施設のポンプの備えは十分か

９
耕作放棄地などの雑草について所有者への指導は

佐藤　定男 １１月の町長選挙に立候補する意思は １０

村上　　一
結婚世話やき人事業に期待

１１
加工施設で町の食文化の掘り起こしを

浅野　富男 執行部と議会の信頼関係を損なうような事態は避けるべき １２

渡辺　勝弘 有害鳥獣問題解決のため協議会を設立すべきでは １３

村上　正勝 道の駅を成功させるための考えは １４

町
政
を
問
う
一般
質問

６
月
定
例
会

～７人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに
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町政を問う 一般 質問

問
　

外
国
人
旅
行
者

を
含
め
た
町
内
外

の
方
を
対
象
に
、
道
の
駅

を
拠
点
と
し
た
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　

ハ
ー
ド
面
で

は
、
阿
津
賀
志
山

防
塁
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で

は
、
国
見
バ
ー
ガ
ー
な
ど

の
食
、
鹿
島
神
社
の
例
大

祭
と
い
っ
た
お
祭
り
な
ど

が
重
要
な
観
光
資
源
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
町
の
観
光
資
源

を
活
か
し
な
が
ら
、
道
の

駅
を
拠
点
と
し
た
観
光

ル
ー
ト
の
設
定
や
他
市
町

村
と
の
広
域
観
光
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
み
、
町
内

外
は
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人

観
光
者
の
誘
致
な
ど
に
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　

町
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
阿
津
賀
志

山
山
頂
の
整
備
が
喫
緊
の

課
題
と
考
え
る
が
、
阿
津

賀
志
山
整
備
構
想
に
は
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
か
。

企
画
情
報

課
　
　長

　

平
成
20
年

に
策
定
し
た

も
の
は
構
想
段
階
の
も
の

で
、
土
地
利
用
の
方
向
性

や
課
題
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
主
の
目
的
で
あ

る
。
山
頂
の
眺
望
は
大
変

す
ば
ら
し
い
が
、
季
節
ご

と
の
話
題
に
乏
し
い
こ
と

や
安
全
性
な
ど
の
課
題
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
新

し
い
観
光
へ
の
対
応
が
未

成
熟
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
森
林
整
備
計
画
と
の

関
係
や
防
塁
が
国
指
定
史

跡
で
制
限
が
あ
り
、
す
ぐ

に
具
体
化
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
長
期
的
ス
パ
ン

で
進
め
て
い
く
。

問
　

町
所
有
の
土
地

で
長
坂
峠
に
続
く

道
は
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
事
業
に
含
ま
れ
て

い
る
か
。

企
画
情
報

課
　
　長

　

ハ
ー
ド
面

で
は
、
阿
津

賀
志
山
防
塁
の
下
二
重
堀

地
区
、国
道
４
号
北
地
区
、

奥
山
邸
の
周
辺
整
備
の
３

か
所
で
計
画
し
て
い
る
。

長
坂
峠
の
下
の
部
分
は
、

国
道
４
号
北
地
区
で
検
討

を
進
め
る
。

問
　

町
の
各
種
委
員

会
に
大
学
教
授
な

ど
の
専
門
家
が
多
く
い
る

が
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
期
待
ど
お
り

の
提
言
は
あ
る
の
か
。

企
画
情
報

課
　
　長

　

観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
い

う
だ
け
で
人
は
来
な
い
の

で
は
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

現
在
は
体
験
・
体
感
型

の
観
光
が
主
流
で
あ
る
。

町
の
財
政
状
況
な
ど
を
勘

案
し
、「
な
い
も
の
を
創

る
よ
り
、
今
あ
る
も
の
を

伸
ば
す
」
考
え
方
で
進
め

る
こ
と
が
、
国
見
の
身
の

丈
に
合
っ
た
観
光
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。問

　

外
国
人
旅
行
者

に
町
の
魅
力
を
的

確
に
発
信
し
、
誘
致
す
る

た
め
の
施
策
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

外
国
人

旅
行
者
で

は
、
若
者
層
で
農
作
業
体

験
型
旅
行
、
富
裕
層
で
日

本
の
農
村
の
日
常
体
験
に

人
気
が
集
ま
る
と
い
う
先

進
事
例
か
ら
、
国
見
型
観

光
の
方
向
性
が
見
え
て
く

る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
道
の
駅
を
核
と

し
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定

な
ど
に
加
え
、
道
の
駅
で

の
外
国
語
表
示
な
ど
、
少

し
で
も
外
国
人
観
光
客
を

町
に
誘
致
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
対
応
し
た
い
。

問
　

平
成
27
年
９
月

定
例
会
で
町
の
各

種
委
員
会
の
女
性
委
員
の

割
合
を
質
問
し
た
。
そ
の

後
、
町
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

住
民
生
活

課
　
　長

　

平
成
28
年

度
は
、
行
政

委
員
会
、
各
付
属
機
関
と

も
任
期
中
で
あ
り
、
昨
年

度
と
委
員
構
成
は
変
わ
ら

な
い
。
町
民
の
様
々
な
意

見
を
反
映
で
き
る
よ
う

に
、
特
に
女
性
の
参
画
を

十
分
に
意
識
し
な
が
ら
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

Q
道
の
駅
を
拠
点
と
し
た
町
の

観
光
構
想
は

A
観
光
資
源
を
活
か
し
観
光
振
興
に
取
り
組
む

松浦和子議員

女
性
委
員
を
増
や

す
取
り
組
み
は
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１
日
程
度
で
あ
れ
ば

被
害
は
少
な
く
、
そ

れ
を
超
え
る
と
大
き

な
被
害
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
い
ず
れ

の
場
合
も
、
冠
水
に

よ
り
病
害
虫
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
、
必
要

に
応
じ
防
除
作
業
が

必
要
に
な
る
。

問
　

農
地
の
冠
水

は
、
川
内
北
川
原

の
用
水
路
の
末
端
に
泥
が

溜
ま
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と

も
一
因
で
は
な
い
か
と
い

う
見
方
も
あ
る
。
こ
の
用

水
路
の
泥
上
げ
は
最
近

行
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興

課
　
　長

　

湛
水
防
除

施
設
の
一
部

と
し
て
上
流
６
７
５
㍍
は

町
で
管
理
し
て
い
る
。
今

年
３
月
に
は
４
０
０
㍍

行
っ
た
。残
２
７
５
㍍
は
、

伊
達
市
と
協
議
を
進
め
、

今
年
度
中
に
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

問
　

耕
作
放
棄
地
や

工
事
の
残
土
の
捨

て
場
の
雑
草
は
、
現
在
人

の
背
丈
ほ
ど
に
伸
び
、
つ

る
草
は
周
囲
の
農
地
へ
這

い
出
し
て
お
り
、
今
年
も

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
土
地
の
所
有
者
や
土

建
業
者
へ
ど
の
よ
う
に
指

導
し
て
い
く
の
か
。

産
業
振
興

課
　
　長

　

農
地
は
、

毎
年
農
業
委

員
が
巡
回
し
、
実
情
を
把

握
し
て
、
利
用
意
向
調
査

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

農
地
保
全
の
た
め
の
指
導

な
ど
の
規
定
が
あ
り
、
制

度
に
基
づ
き
対
応
し
て
い

る
。

　

農
地
以
外
の
土
地
に
は

法
的
に
指
導
の
権
限
が
な

く
、
近
隣
住
民
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
、
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
　

昨
年
９
月
の
台

風
に
よ
る
大
雨

で
、
川
内
地
区
の
農
地
が

一
部
冠
水
し
た
。

　

地
域
の
人
々
は
、
用
水

路
や
湛
水
防
除
施
設
の

プ
ー
ル
に
泥
が
堆
積
し
、

ポ
ン
プ
が
十
分
稼
働
し
な

か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
る
。
事
実

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
長
　

湛
水
防
除
施
設

に
つ
い
て
は
、
ポ

ン
プ
自
体
の
給
水
能
力
の

低
下
は
見
ら
れ
な
い
。
記

録
的
な
豪
雨
に
よ
る
阿
武

隈
川
の
水
位
上
昇
と
内
水

位
の
上
昇
に
よ
り
、
４
台

の
ポ
ン
プ
で
も
排
水
し
き

れ
な
か
っ
た
。

問
　

昨
年
９
月
に
冠

水
し
た
面
積
は
ど

の
く
ら
い
か
。

産
業
振
興

課
　
　長

　

川
内
の
新

割
地
区
を
除

い
て
水
田
が
約
１
・
３
㌶
、

果
樹
畑
等
が
約
６
・
０
㌶
。

新
割
地
区
で
は
水
田
が
約

１
・
２
㌶
、
果
樹
畑
等
が

約
３
・
０
㌶
で
あ
る
。

問
　

冠
水
す
る
と
ど

の
よ
う
な
被
害
が

出
る
と
考
え
て
い
る
か
。

産
業
振
興

課
　
　長

　

県
の
「
農

業
災
害
の
手

引
」
に
よ
れ
ば
、
冠
水
し

た
時
間
や
果
樹
、
水
稲
な

ど
の
品
目
に
も
よ
る
が
、

問
　

太
陽
光
発
電
な

ど
の
開
発
に
よ

り
、
山
か
ら
の
鉄
砲
水
に

よ
る
農
地
の
冠
水
も
心
配

さ
れ
て
い
る
。
将
来
を
見

据
え
た
湛
水
防
除
施
設
の

ポ
ン
プ
の
増
設
が
必
要
で

は
な
い
か
。

産
業
振
興

課
　
　長

　

開
発
は
そ

れ
ぞ
れ
の
法

律
に
よ
り
安
全
性
が
担
保

さ
れ
る
。
ま
た
、
湛
水
防

除
施
設
の
増
設
に
は
整
備

基
準
が
あ
り
、
気
象
状
況

の
大
き
な
変
化
や
流
域
面

積
の
拡
大
な
ど
が
な
い
限

り
、増
設
は
困
難
で
あ
る
。

Q
大
枝
湛
水
防
除
施
設
の
ポ
ン
プ
の

備
え
は
十
分
か

A
冠
水
は
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
も
の
で
、

特
別
な
状
況
が
な
い
限
り
増
設
は
困
難

松浦常雄議員

普
段
は
穏
や
か
な
湛
水
防
除
施
設

耕
作
放
棄
地
な
ど
の

雑
草
に
つ
い
て
所
有

者
へ
の
指
導
は



10
くにみ議会だより No.169
2016.7

町政を問う 一般 質問

問
　

町
長
就
任
後
３

年
半
が
経
過
し

た
。
就
任
当
初
か
ら
東
日

本
大
震
災
後
の
か
じ
取
り

と
い
う
こ
と
で
大
変
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
ご
苦
労
も

あ
っ
た
か
と
思
う
。
改
め

て
振
り
返
っ
て
ど
の
よ
う

な
思
い
か
。

町
長
　

東
日
本
大
震
災

発
生
時
に
は
、
私

は
日
赤
福
島
県
支
部
の
事

務
局
長
の
職
に
あ
り
県
全

体
の
復
旧
復
興
に
当
た
っ

て
い
た
。
町
長
選
挙
に
際

し
、
国
見
町
内
の
各
層
か

ら
立
候
補
の
要
請
を
受
け
、

熟
慮
の
末
に
、
ふ
る
さ
と

国
見
の
復
旧
復
興
に
少
し

で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
就

任
し
た
。
今
日
ま
で
全
身

全
霊
で
や
っ
て
き
た
。

　

就
任
以
来
、「
オ
ー
ル

国
見
」
の
精
神
と
「
復
興
、

絆
、
国
見
の
未
来
を
み
ん

な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

５
つ
の
目
標
を
最
重
要
課

題
と
し
、
町
民
の
皆
様
の

心
の
元
気
を
取
り
戻
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

で
元
気
活
力
事
業
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ふ
る
さ
と
国
見
の
た
め

に
、
任
期
を
全
力
で
全
う

す
る
こ
と
が
今
の
重
要
な

課
題
と
考
え
、
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　

町
長
就
任
時
、

一
番
対
策
が
進
ん

で
い
な
い
の
は
除
染
問
題

だ
っ
た
と
思
う
。
太
田
町

長
は
、
い
ち
早
く
復
旧
復

興
町
民
会
議
を
立
ち
上
げ

「
国
見
の
未
来
を
み
ん
な

で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
を

合
言
葉
に
大
き
な
成
果
を

あ
げ
て
き
た
。
役
場
庁
舎

が
完
成
し
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
も
本
来
の
役
割

を
取
り
戻
し
、
復
興
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
実
績
と
は
別
に
何
か

反
省
点
は
あ
る
か
。

町
長
　

東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
の
状

況
が
、
私
の
思
い
と
若
干

か
け
離
れ
て
い
た
こ
と
が

一
つ
の
反
省
点
と
思
っ
て

い
る
。
私
自
身
が
県
の
公

務
員
と
し
て
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
か
ら
い

け
ば
、
思
い
通
り
に
い
か

な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。

一
歩
一
歩
な
ん
と
か
や
っ

て
こ
ら
れ
た
が
、
な
か
な

か
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
で
き

な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
能
力
の
限
界

の
中
で
全
力
で
一
生
懸
命

や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

は
明
言
す
る
。

　

今
後
は
、
町
民
の
皆
様

に
さ
ら
に
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
少
し
で
も
修
正

す
べ
く
鋭
意
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問
　

国
見
町
の
復
興

と
と
も
に
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
し
、
町
は

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
」
と

「
道
の
駅
開
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
２
つ

の
事
業
は
ま
さ
に
国
見
の

未
来
が
懸
か
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
土
台
を
し
っ

か
り
と
作
っ
て
い
く
こ
と

も
太
田
町
長
に
は
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
。

　

11
月
に
行
わ
れ
る
町
長

選
挙
に
立
候
補
の
意
思
は

あ
る
か
。

町
長
　

５
つ
の
目
標
を

掲
げ
進
め
て
き
た

が
、
ま
だ
道
半
ば
の
部
分

も
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
復

興
再
生
の
光
が
大
き
く
な

る
よ
う
、
ま
た
、
国
見
町

が
持
続
可
能
性
の
あ
る
発

展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
オ
ー
ル
国
見
の
体
制

で
交
流
連
携
の
輪
を
広

げ
、
将
来
の
町
の
基
盤
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
は
、
私
の
み
な
ら
ず
、

す
べ
て
の
皆
様
の
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
残
さ
れ
た
任
期

に
全
力
を
尽
く
し
、
改
選

ま
で
５
カ
月
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
民
や
後
援
会
な
ど

の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら

最
終
的
に
結
論
を
出
し
た

い
。

Q
11
月
の
町
長
選
挙
に
立
候
補
す
る

意
思
は

A
ま
ず
は
任
期
を
全
う
し
、
改
選
ま
で
の

５
か
月
間
で
考
え
て
い
く佐藤定男議員

今
も
除
染
作
業
は

続
け
ら
れ
て
い
る
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問
　

結
婚
世
話
や
き

人
の
募
集
や
人
選

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

町
長
　

今
年
度
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て

10
人
程
度
登
録
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

活
動
に
あ
た
り
研
修
会

な
ど
を
実
施
し
、
県
の
世

話
や
き
人
制
度
と
連
携
し

て
広
域
的
な
情
報
交
換
や

交
流
も
図
り
た
い
。

　

こ
の
事
業
は
、
少
子
化

対
策
や
定
住
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
の
要
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

問
　

こ
の
事
業
で
結

婚
が
成
立
し
た
場

合
、
以
前
行
わ
れ
て
い
た

報
奨
金
な
ど
は
考
え
て
い

る
か
。

保
健
福
祉

課
　
　長

　
「
結
婚
世

話
や
き
人
」

は
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
出
会

い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
制
度
。
結
婚

に
結
び
付
く
の
が
何
よ
り

だ
が
、
そ
こ
ま
で
負
担
を

か
け
ず
に
活
動
し
て
ほ
し

い
。
報
奨
金
は
、
今
後
の

活
動
の
状
況
を
十
分
見
極

め
検
討
し
た
い
。

問
　

若
者
だ
け
で
な

く
、
結
婚
を
希
望

す
る
40
代
、
50
代
の
方
々

も
取
り
上
げ
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉

課
　
　長

　

活
動
対
象

の
独
身
者
に

年
齢
制
限
は
な
い
。
結
婚

を
希
望
す
る
方
は
ど
な
た

で
も
対
象
と
な
る
。

問
　

旧
森
江
野
季
節

保
育
所
を
改
修
し

農
産
物
加
工
施
設
が
設
置

さ
れ
る
。
農
家
の
お
母
さ

ん
方
が
中
心
に
携
わ
る
と

思
う
が
、
業
者
の
協
力
も

必
要
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

道
の
駅

の
加
工
品

製
造
部
門
で
の
活
用
も
想

定
し
て
い
る
が
、
一
般
業

者
に
は
利
用
を
控
え
て
も

ら
い
、
民
間
の
お
母
さ
ん

た
ち
に
主
力
に
な
っ
て

使
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　

施
設
で
加
工
・

開
発
さ
れ
た
品
物

を
試
食
す
る
コ
ー
ナ
ー
の

併
設
は
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
年
数
回
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
計
画
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

６
次
化

商
品
の
製

造
・
販
売
を
目
的
に
、
県

の
保
健
所
の
指
導
の
も
と

で
設
置
す
る
施
設
で
あ

り
、
加
工
施
設
内
で
の
試

食
会
な
ど
の
開
催
は
不
可

能
に
近
い
。
加
工
施
設
以

外
の
森
江
野
町
民
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
活
用
し
て

の
試
食
・
試
飲
会
、
小
規

模
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
実

施
を
検
討
し
て
い
る
。

　

問
　

民
族
研
究
家
の

結
城
登
美
雄
氏
が

国
見
の
食
文
化
の
掘
り
起

こ
し
で
何
度
か
来
町
し
て

い
る
が
、
今
後
も
事
業
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

国
見
の

「
た
か
ら

も
の
」
を
再
発
見
し
、
発

展
さ
せ
、
発
信
し
て
い
こ

う
と
い
う
町
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
考
え
方
を
同
じ
く
す

る
方
で
、
先
生
自
身
も
直

接
町
に
入
っ
て
地
域
の

方
々
と
懇
意
に
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
加
工
施
設
へ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
も
含

め
て
継
続
し
て
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
。

町
長
　

６
次
化
は
、
町

の
重
要
な
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、
風
評
被
害

の
払
拭
に
も
つ
な
が
る
。

農
商
工
連
携
の
意
味
で
町

全
体
の
産
業
が
回
る
と
考

え
て
お
り
、
施
設
は
そ
の

ベ
ー
ス
に
な
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
と
も
し
っ

か
り
と
施
設
を
立
ち
上

げ
、
産
業
全
体
の
振
興
に

結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

Q
結
婚
世
話
や
き
人
事
業
に
期
待

A
少
子
化
対
策
や
定
住
促
進
の
要
に
な
る

村上　一議員

加
工
施
設
で
町
の
食
文

化
の
掘
り
起
こ
し
を

結
婚
世
話
や
き
人
説
明
会

に
は
約
50
人
が
参
加
し
た
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問
　

町
民
の
大
き
な

期
待
の
も
と
で
道

の
駅
建
設
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
建
物
の
工
事

に
関
し
て
疑
問
の
声
も
あ

る
が
、
工
事
請
負
契
約
と

は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
交
わ
す
も
の
な
の

か
。

町
長
　

記
載
事
項
に
つ

い
て
は
、
国
で
示

さ
れ
た
統
一
様
式
を
使
用

し
て
い
る
。
記
載
さ
れ
る

の
は
、
工
事
名
、
工
事
場

所
、
工
期
、
請
負
代
金
額
、

契
約
保
証
金
お
よ
び
特
約

事
項
で
あ
る
。
特
約
事
項

で
は
、
議
会
の
議
決
を
要

す
る
契
約
の
場
合
は
、
仮

契
約
と
し
て
議
決
後
に
本

契
約
と
な
る
と
記
載
す
る
。

　

道
の
駅
整
備
は
、
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
町

の
活
性
化
の
中
核
施
設
と

し
て
の
最
重
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
り
、
鋭
意
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　

工
事
請
負
金
額

の
基
と
な
る
も
の

は
何
だ
っ
た
の
か
。

建
設
課
長
　

県
で
定
め
る
積

算
基
準
に
基
づ
い

て
工
事
費
の
積
み
上
げ
を

行
い
直
接
工
事
費
を
算
出

す
る
。
同
様
に
県
で
定
め

る
諸
経
費
を
加
算
し
た
金

額
で
算
定
し
て
い
る
。

問
　

落
札
業
者
に
よ

る
安
全
祈
願
祭
の

後
に
、
す
ぐ
着
工
と
な
ら

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

建
設

課
長
　

国
道
４
号
の
拡

幅
工
事
や
国
の
駐

車
場
整
備
工
事
、
主
要
地

方
道
浪
江
国
見
線
の
拡
幅

工
事
、
町
道
新
設
工
事
が

施
工
中
で
、
進
入
路
の
確

保
が
で
き
ず
、
そ
の
工
事

終
了
後
に
着
工
し
た
。

問
　

契
約
締
結
後
に

変
更
が
行
わ
れ
た
。

元
の
設
計
業
者
に
よ
る
変

更
が
筋
と
考
え
る
が
、
今

回
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

建
設
課
長
　

第
三
者
監
理
と

し
た
こ
と
で
、
監

理
業
者
に
お
願
い
す
る
こ

と
が
、
時
間
的
に
も
コ
ス

ト
的
に
も
合
理
的
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

問
　

建
築
確
認
申
請

を
新
た
に
行
う
こ

と
は
、
最
初
の
設
計
と
は

別
の
建
物
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
競

争
入
札
に
か
け
て
請
負
金

額
を
決
め
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

建
設

課
長
　

規
定
さ
れ
て
い

る
発
注
者
の
解
除

権
、
受
注
者
の
解
除
権
の

い
ず
れ
の
条
項
に
も
該
当

し
な
い
た
め
、
契
約
の
解

除
と
は
な
ら
ず
、
新
た
に

入
札
を
行
う
必
要
は
な

い
。問

　

当
初
の
計
画
ど

お
り
に
進
め
れ
ば

何
の
問
題
も
発
生
せ
ず
、

全
国
に
も
誇
れ
る
道
の
駅

が
で
き
た
も
の
と
思
う
。

法
的
に
は
問
題
が
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
町
と

議
会
の
信
頼
関
係
を
損
な

う
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
行
政
が
や
る
こ

と
に
し
て
は
、
あ
ま

り
に
も
大
き
な
疑
問

が
残
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長
　

入
札
の
実

施
や
設
計
者

の
変
更
な
ど
、
行
政

手
続
き
と
し
て
法
的

に
公
正
に
実
施
し
て

き
た
。
説
明
が
遅
れ

た
が
、
今
後
は
適
時
適
切

に
行
っ
て
い
く
。

　

概
要
に
つ
い
て
は
３
回

町
民
説
明
会
も
行
っ
て
お

り
、
変
更
は
あ
っ
た
が
施

設
の
規
模
や
機
能
な
ど
基

本
的
な
と
こ
ろ
は
何
も
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
は
、
ソ
フ
ト
面
で

６
次
化
も
含
め
ど
う
進
め

て
い
く
か
、
議
会
や
町
民

と
も
十
分
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
の
対
応
が
大
切
な

課
題
だ
と
強
く
認
識
し
て

い
る
。

Q
執
行
部
と
議
会
の
信
頼
関
係
を
損

な
う
よ
う
な
事
態
は
避
け
る
べ
き

A
今
後
は
適
時
適
切
に
報
告
し
て
い
く

浅野富男議員

道の駅オープン案内は国道４号からもよく見える
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問
　

全
国
的
に
有
害

鳥
獣
（
ク
マ
）
の

目
撃
情
報
が
多
発
し
て
い

る
が
増
加
要
因
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。

産
業
振
興

課
　
　長

　

①
温
暖
化

な
ど
環
境
の

変
化
に
よ
る
鳥
獣
の
生
息

分
布
域
の
拡
大
②
農
村
の

高
齢
化
な
ど
に
よ
る
耕
作

放
棄
地
の
増
加
③
狩
猟
者

の
減
少
に
よ
る
捕
獲
圧
の

低
下
④
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
い
、
鳥
獣
生
息
域

で
の
捕
獲
が
で
き
な
い
地

域
が
あ
る
こ
と
、
以
上
が

複
合
的
に
関
係
し
、
深
刻

化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

問
　

今
後
も
人
里
を

餌
場
と
認
識
さ
せ

な
い
た
め
に
町
民
と
し
て

取
る
べ
き
行
動
は
あ
る
か
。

産
業
振
興

課
　
　長

　

①
鳥
獣
の

生
態
を
理
解

す
る
こ
と
②
鳥
獣
の
生
息

地
に
は
複
数
行
動
や
音
の

出
る
も
の
を
持
参
す
る
こ

と
③
耕
作
放
棄
地
の
解
消

や
餌
と
な
る
物
を
放
置
し

な
い
こ
と
④
狩
猟
免
許
を

積
極
的
に
取
得
し
、
個
体

数
を
減
ら
し
て
共
生
で
き

る
環
境
を
生
み
出
す
こ
と
、

な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。

安
心
安
全
の
確
保
の
た
め

に
、
町
民
一
人
一
人
が
共

通
の
課
題
と
し
て
認
識
し
、

対
応
し
て
ほ
し
い
。

問
　

耕
作
放
棄
地
を

作
ら
な
い
こ
と
も

大
切
で
あ
る
が
具
体
的
な

方
策
は
あ
る
か
。

産
業
振
興

課
　
　長

　

農
業
委
員

会
の
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
基
づ
く
農
地

中
間
管
理
機
構
へ
の
仲
介

制
度
も
あ
る
。
１
反
歩
あ

た
り
県
５
万
円
、
町
３
万

円
と
い
う
補
助
制
度
も
実

施
し
て
い
る
。
中
山
間
地

域
等
の
直
接
支
払
制
度
な

ど
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

制
度
も
活
用
し
て
地
域
の

方
々
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
解
消
に
努
め
た
い
。

問
　

有
害
鳥
獣
問
題

は
全
町
民
の
問
題

と
考
え
、
特
に
危
険
な
ク

マ
の
情
報
は
、
今
後
も
全

地
区
に
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

産
業
振
興

課
　
　長

　

防
災
無
線

で
の
広
報
は
、

緊
急
的
な
対
応
を
お
願
い

す
る
の
が
主
た
る
目
的
で

あ
る
。
ど
の
方
面
に
向

か
っ
た
か
な
ど
目
撃
情
報

の
内
容
に
よ
り
、
地
区
を

限
定
す
る
か
否
か
を
判
断

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

状
況
を
踏
ま
え
適
切
な
情

報
伝
達
に
努
め
た
い
。

問
　

高
齢
化
に
よ
る

捕
獲
隊
不
足
や
各

地
区
に
お
け
る
柵
設
置
の

労
働
力
不
足
、
併
せ
て
子

供
た
ち
の
安
心
安
全
の
た

め
に
、
対
策

協
議
会
を
設

立
し
て
解
決

す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長

　

作
物
へ
の

被
害
対
策
を

ベ
ー
ス
に
、

い
か
に
町
民

全
体
の
問
題

に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
で
き

る
か
が
大
切
。

子
ど
も
た
ち

を
含
め
、
安
全
安
心
を
担

保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

　

耕
作
者
や
県
、
警
察
、

消
防
や
学
校
関
係
な
ど
、

町
全
体
で
協
議
が
で
き
る

連
絡
協
議
会
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
作

る
か
が
非
常
に
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
だ
と
思
う
。
な
る

べ
く
早
い
機
会
に
設
置
で

き
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

Q
有
害
鳥
獣
問
題
解
決
の
た
め

協
議
会
を
設
立
す
べ
き
で
は

A
関
係
機
関
・
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
対
応
し
て
い
く

渡辺勝弘議員

地
元
住
民
が
協
力
し
て
侵
入
防
止
柵
を
設
置
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納
税
を
上
手
に
活
か
し

て
、
生
産
者
や
納
税
者
に

喜
ば
れ
、
道
の
駅
の
販
売

増
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な

施
策
は
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　

４
月
か
ら
ふ
る

さ
と
納
税
者
へ
の

お
返
し
の
金
額
を
大
き
く

変
更
し
た
。
特
産
品
の
種

類
も
拡
大
を
図
り
、
桃
に

限
っ
て
は
品
種
ご
と
に
注

文
を
受
け
る
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
申
込

み
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

出
品
者
に
は
小
売
り
の

販
売
額
で
代
金
が
入
り
、

道
の
駅
を
運
営
す
る
ま
ち

づ
く
り
会
社
に
は
手
数
料

が
入
る
よ
う
配
慮
し
た
。

問
　

道
の
駅
を
造
る

こ
と
で
農
業
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
面
で
周
辺
が

活
性
化
さ
れ
た
。
採
算
性

を
合
わ
せ
道
の
駅
を
成
功

さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
が
、
町
と
し
て
の

考
え
は
。

町
長
　
「
み
ん
な
で
出

し
て
み
ん
な
で
買

う
」
町
民
の
ベ
ー
ス
作
り

を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が

ま
ず
必
要
で
あ
る
。
関
係

自
治
体
な
ど
と
の
連
携
を

ど
う
経
営
に
結
び
付
け
る

か
も
含
め
、
ソ
フ
ト
面
で

ど
う
し
て
い
く
か
が
今
後

の
重
要
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
議
会
や
町
民
と

も
相
談
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問
　

道
の
駅
は
町
を

左
右
す
る

事
業
で
あ
る
。
国

見
の
魅
力
を
発
信

し
て
国
見
に
住
み

た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
努
力

を
し
、
定
期
的
に

道
の
駅
で
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
町

の
情
報
発
信
基
地

と
す
る
計
画
は
あ

る
か
。

町
長
　

道
の
駅
そ
の
も

の
が
情
報
発
信
の

拠
点
と
考
え
て
い
る
。
食

文
化
や
歴
史
・
観
光
、
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
な

ど
、
各
種
報
道
機
関
と
連

携
し
、
情
報
を
い
か
に
外

に
出
し
て
い
く
か
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
応
援
団

ツ
ア
ー
や
ふ
る
さ
と
納

税
、
交
流
自
治
体
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

縦
横
無
尽
に
で
き
得
る
も

の
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

問
　

道
の
駅
の
工
事

が
遅
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
予
定
ど
お
り
平

成
29
年
３
月
の
開
業
に
間

に
合
う
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

国
交
省

と
農
水
省

か
ら
の
交
付
金
で
進
め
て

い
る
事
業
で
あ
り
、
交
付

要
綱
な
ど
の
要
件
を
満
た

す
た
め
に
も
、
来
春
の
開

業
を
目
指
し
て
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
両
面
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。

問
　

道
の
駅
の
経
営

に
つ
い
て
、
採
算

性
は
ど
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

直
売
、

イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、

宿
泊
・
バ
ン
ケ
ッ
ト
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

子
育
て
支
援
の
７
部
門
ご

と
に
収
支
予
測
を
し
、
道

の
駅
全
体
で
黒
字
を
目
指

す
。

　

開
業
後
の
運
営
管
理
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
に
万
全
を

期
す
よ
う
、
広
報
、
営
業

な
ど
の
戦
略
を
練
り
上

げ
、
す
で
に
着
手
し
て
い

る
業
務
も
あ
る
。

問
　

道
の
駅
の
販
売

金
額
は
、
直
販
の

み
で
の
目
標
達
成
は
大
変

だ
と
考
え
る
。
ふ
る
さ
と

Q
道
の
駅
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

考
え
は

A
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み
が
今
後
の
重
要
な

課
題

村上正勝議員

商
標
登
録
も
さ
れ
た
国
見
バ
ー

ガ
ー
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
を
推
進
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３
月
25
日
、
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
27
年
度
補
正
予

算
や
高
度
化
す
る
医
療
へ
の
対

応
な
ど
の
た
め
医
療
機
器
を
整

備
す
る
28
年
度
当
初
予
算
、
職

員
の
給
与
や
勤
務
時
間
等
の
条

例
改
正
の
３
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

平
成
28
年
度
当
初
予
算

◆
収
益
的
収
支
予
定
額

　

収
入
・
支
出

�

60
億
３
６
９
７
万
円

◆
資
本
的
収
支
予
定
額

　

収
入　

１
億
６
７
６
４
万
円

　

支
出　

４
億
８
８
０
０
万
円

（
資
本
的
収
支
の
不
足
分
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

で
補
い
ま
す
。）

�

（
報
告
者

　松
浦
常
雄
）

　

３
月
28
日
、
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
佐
藤
徳
正
町
代

表
監
査
委
員
（
森
山
）
が
、
伊

達
市
の
菊
地
邦
夫
議
員
（
保
原

町
）
と
共
に
消
防
組
合
の
監
査

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
11
件

で
、
27
年
度
補
正
予
算
、
救
急

自
動
車
や
救
急
工
作
車
の
購
入

２
億
円
を
含
む
総
額
16
億
４
７

０
０
万
円
の
28
年
度
当
初
予
算

な
ど
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

�

（
報
告
者

　渡
辺
勝
弘
）

　

３
月
28
日
に
第
１
回
議
会
定

例
会
、
５
月
20
日
に
第
２
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
27
年

度
補
正
予
算
、
仮
設
焼
却
炉
の

運
転
に
か
か
る
除
染
事
業
費
36

億
円
な
ど
総
額
46
億
２
２
２
０

万
円
（
一
般
会
計
、
し
尿
処
理

特
別
会
計
、
ご
み
処
理
特
別
会

計
の
合
計
）
の
28
年
度
当
初
予

算
な
ど
12
件
が
審
議
さ
れ
、
す

べ
て
提
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

第
２
回
臨
時
会
で
は
、
平
成

28
年
度
ご
み
処
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
を
承

認
し
た
ほ
か
、
当
町
の
八
島
博

正
議
員
が
副
議
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
監
査
委
員
に

は
、
桑
折
町
の
岩
﨑
久
男
議
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
報
告
者

　八
島
博
正
）

一※

部
事
務
組
合
報
告

医
療
機
器
を
新
た
に

整
備

監
査
委
員
に

佐
藤
徳
正
氏
を
選
任

副
議
長
に
八
島
博
正

議
員
を
選
任

藤
田
病
院
組
合
議
会

伊
達
地
方
消
防
組
合
議
会

伊
達
地
方
衛
生
処
理

組
合
議
会

※
一
部
事
務
組
合
と
は

　

複
数
の
市
町
村
な
ど
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共

同
で
行
う
た
め
に
設
置
す

る
組
織

　｢私もひと言｣ と題して、議会
だよりにみなさんからの意見や
要望、議会を傍聴した感想など
を掲載します。
　日頃から思っていること何で
も結構です。字数は600字（400
字詰め原稿用紙１枚半）程度で
す。どしどしお寄せください。

広報常任委員長　渡辺勝弘
（事務局 ℡585−3295）

｢私もひと言｣原稿を募集
議会傍聴をしてみませんか

詳しくは議会事務局へ
お問い合わせ下さい。

TEL 585-3295（直通）

次の定例会は9月6日開催予定です
●手続きは簡単です！
　受付簿に住所・氏名などを記入するだけで気軽に
　傍聴できます。

●議案資料を準備します！
　議案審議がわかりやすくなるよう、傍聴者には
　議案資料を提供します。
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こんな活動もしています
レポートレポート

常任委員会Report

　

６
月
９
日
、
建
設
課
の
所
管

事
務
調
査
と
し
て
、
道
の
駅
建

設
工
事
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

説
明
と
質
問
が
行
わ
れ
た
結

果
、お
お
む
ね
全
員
が
理
解
し
、

今
後
道
の
駅
建
設
は
、
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

�

（
報
告
者

　阿
部
泰
藏
）

　

５
月
13
日
、
上
下
水
道
課
の

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

①
町
の
水
道
施
設
②
水
道
料

金
③
今
年
度
予
定
し
て
い
る
水

道
事
業
の
主
な
事
業
の
３
点
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
国
見
受

水
施
設
（
泉
田
大
字
三
ツ
谷
）

の
現
地
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
、
学
校
教
育
課
の

所
管
事
務
調
査
で
国
見
小
学

校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所

　

５
月
20
日
、
郡
山
市
ビ
ッ
グ

パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
町
村
議

会
広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

広
報
委
員
５
人
で
参
加
し
ま
し

た
。

　

議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
芳

野
政
明
氏
を
講
師
に
、
議
会
活

動
が
伝
わ
る
た
め
の
広
報
紙
の

基
本
と
編
集
技
術
を
研
修
し
て

き
ま
し
た
。「
伝
え
る
」
広
報

か
ら
「
伝
わ
る
」
広
報
に
変
え

て
い
け
る
よ
う
、
読
者
（
町
民
）

の
立
場
に
立
っ
た
編
集
を
心
が

け
、
読
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ

り
の
作
成
に
ま
い
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

�

（
報
告
者

　渡
辺
勝
弘
）

町
の
上
水
道
の
実
態
を
調
査

子
ど
も
た
ち
の
学
習
状
況
や

給
食
の
現
状
を
確
認

議
会
活
動
を
広
く

知
ら
せ
る
た
め
に

産
業
建
設

総
務
文
教

広　
　

報

町
内
へ
の
給
水
元
を
視
察

子
ど
も
た
ち
は
授
業
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

給
食
試
食
の
前
に
献
立

の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

他
町
村
議
会
広
報
紙
を

も
と
に
改
善
点
を
学
ぶ

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

①
国
見
小
学
校

　

阿
部
雅
好
校
長
よ
り
学
校
経

営
の
概
要
の
説
明
後
、
３
校
時

の
授
業
参
観
を
行
い
ま
し
た
。

②
給
食
セ
ン
タ
ー

　

村
上
正
幸
所
長
よ
り
給
食
セ

ン
タ
ー
の
概
要
な
ど
の
説
明

後
、
マ
イ
コ
ン
ス
ラ
イ
サ
ー
更

新
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
視

察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
原
子
昌
代
栄
養
教

諭
よ
り
給
食
指
導
や
献
立
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
実
際
に
給

食
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
報
告
者

　松
浦
常
雄
）

町
村
議
会
広
報
研
修
会
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「活気のある議論を望む」
6月議会を傍聴したみなさんからアンケートによりたくさん
の意見をいただきました。

◦議員も町も活気がない。持ち時間をギリギリまで
使って泥臭さがある議論がほしい。�（50代・男性）

◦前回より傍聴者が増えて良かった。居眠りしている
議員がいた。� （60代・男性）

◦質問者が同じ。今回質問しなかった議員は次回必ず
質問してほしい。� （60代、70代・男性）

◦配布された通告一覧表の答弁者はすべて町長だが、
実際の答弁者はほとんど担当課長。町長の下に担
当課長も書いたほうが良いのでは。�（60代・男性）

◦質問が甘い。質問者、午前・午後の部どちらになる
か広報紙に入れてほしい。� （不明）

◦観光スポットの質問は誠に的を射た質問だが、町の
回答は的外れであり残念。� （60代・男性）

◦人口減少が進み、地方議会の役割は重い。人口減少
対策や町の活性化について議会の真剣な討論を期
待する。� （70代、80代・男性）

◦町議会の方々が、傍聴者に挨拶をしていないのが残
念。� （70代・女性）

◦改めて議員は、町民の代表であることを自覚し、情
報収集や質問の視点を見極めることなどが一層重
要と考える。� （60代・男性）

◦道の駅を核とした各観光スポットとの連携は、エコ
ミュージアム（国見全体を博物館と捉えること）の
考え方に基づいて計画を見直すことだと思う。

� （60代・男性）
◦町の考えている観光スポット対応策では、町外の
人々が集まるのには期待が薄い。� （60代・男性）

◦透明のアクリル板のため、前列は議会席から見えて
しまい女性が座れない。� （不明）

傍聴者からの

声

６月２１日
　～２４日 ６月議会定例会

６月２１日 総務文教常任委員会、産業建設常任委員会
６月２２日 広報常任委員会

６月２４日
議会運営委員会、議員懇談会
町給食センター納品組合第１6回通常総会

６月２5日 町結婚世話やき人募集説明会
６月２6日 第３回国見町に咲く中尊寺蓮を観る会開花式
６月３０日 広報常任委員会
７月５日 伊達郡町村議会議長会議長会議（福島市）
７月７日 自衛隊国見町父兄会総会（桑折町）

７月8日
広報常任委員会
「道の駅国見」および「道の駅施設」愛称選定審査委員会

７月１４日
伊達地方消防組合議会全員協議会・臨時会、
広報常任員会、町交通対策協議会、
第２１回義経まつり第2回実行委員会

７月１5日 伊達郡町議会議員大会（桑折町）
７月２０日 議員懇談会
７月２１日 議会OB会総会（福島市）
７月２３日 森江野夏祭り
７月２９日 英語指導助手歓迎会

議会の動き

　

元
町
議
会
議
員
の
松
浦
長
明

さ
ん
（
大
木
戸
）
が
、
平
成
28

年
春
の
叙
勲
で
旭
日
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
浦
さ
ん
は
、
町
議
会
議
員

と
し
て
の
５
期
20
年
の
間
、
農

林
常
任
委
員
長
や
議
員
定
数
問

題
特
別
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治

の
振
興
発
展
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
て
の
受
章
で
す
。

ご
自
宅
で
阿
部
振
興
局
長
か
ら
伝
達

初めての方にもたくさん来ていただきました

松
浦
長
明
さ
ん

（
元
町
議
会
議
員
）

旭
日
単
光
章
受
章
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編

集

後

記

　6
月
の
定
例
議
会
は
、
6
月
２１

日
か
ら
２４
日
の
４
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　傍
聴
者
は
、
合
計
し
て
４5
人
で

あ
り
、
短
い
期
間
で
し
た
が
、
多

く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
議
会
の
傍
聴
に
何
回
か

来
て
い
る
が
、
質
問
者
は
明
瞭
・

簡
潔
に
大
き
な
声
で
質
問
し
て
頂

き
た
い
、
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
の
編
集
は
、
前
年

度
よ
り
広
報
常
任
委
員
会
で
行
っ

て
お
り
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
作

り
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
議
会
活
動
に
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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く
に
み
議
会
だ
よ
り
で
、
国
見

町
議
会
定
例
会
開
催
を
知
り
ま
し

た
。

　

今
、
町
内
の
大
き
な
問
題
は
、

道
の
駅
の
建
設
、
歴
史
ま
ち
づ
く

り
、
そ
れ
か
ら
5
年
に
わ
た
り
苦

し
め
ら
れ
、
今
な
お
そ
の
先
が
見

え
て
こ
な
い
除
染
や
風
評
被
害

等
、
こ
れ
か
ら
発
生
し
て
く
る
自

然
環
境
、
生
活
環
境
に
関
わ
る
被

害
等
々
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な

い
状
況
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

く
に
み
議
会
だ
よ
り
に
、
こ
れ

ら
の
諸
点
に
関
す
る
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
る
こ
と
が
記
し
て
あ
り
ま

し
た
の
で
、
議
会
傍
聴
に
参
加
し

た
次
第
で
す
。

　

会
議
室
は
前
の
庁
舎
よ
り
は
一

回
り
小
さ
く
簡
素
な
造
り
で
す

が
、
議
員
数
も
だ
い
ぶ
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
ま

と
ま
っ
た
感
じ
で
し
た
。

　

質
疑
の
や
り
と
り
は
明
瞭
に
聞

き
取
れ
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
様
の
質
問
、
町
各
部

門
の
答
弁
等
々
、
そ
れ
ぞ
れ
一
生

懸
命
さ
が
感
じ
ら
れ
、
普
段
は
目

に
見
え
て
こ
な
い
陰
の
部
分
の
ご

努
力
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ど
れ
を
取
っ
て
も
一
筋
縄
で
は

す
ん
な
り
と
解
決
で
き
る
事
案
は

な
い
と
存
じ
ま
す
が
、
町
発
展
の

た
め
に
ご
健
闘
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

内池　育男さん
（宮町南町内会）

私
も
ひ
と
言

国
見
町
議
会
を
傍
聴
し
て

　

５
月
26
日
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

国
見
小
学
校
と
給
食
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
議
員
も
給
食
を

試
食
し
、
子
ど
も
た
ち
の
食
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

�

（
詳
細
は
16
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

子どもたちにおいしく安全な食を
〜学校給食を試食〜 総務 文 教　

常任委員会


